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日本の木材生産費の現状

haあたり費用（千円/ha） 主伐量あたり費用

工程 造林・育林 主伐・間伐 合計
主伐量
（m3/ha）

費用
（千円/m3）

スウェーデン 170 340 510 150 3.4
北海道 1400 1600 3000 150 20.0

課題：日本の費用はスウェーデンの費用の数倍の高コスト
対策：①造林・育林 → 地拵え、下刈方法の改善、苗木生産システムの構築

②主伐・間伐 → 施業地集約化と伐採システムの機械化推進
③単位生産規模 → 約7.5万m3/年 必要面積200～300ha/年（主伐量

300m3/ha 効率的な最小生産量と最小面積）
木質バイオマスのポテンシャル：
・日本の蓄積：50億m3以上
・年間発電量：現在4TWh（＊1） →60TWh（年1億m3使用時、現総発電量の6％） （＊2）
（＊1）：「再生可能エネルギー各電源の導入の動向について」資源エネルギー庁資料（2015年
3月）より計算 （＊2）：LCS による計算
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主伐

下刈

除伐

植付け

全体を低コスト化 出材：持続可能な需給関係

製材

ﾊﾟﾙﾌﾟ

燃料

間伐

一定地域での施業ルーチン化定着イメージ
（適切な地域収益と雇用の確保にむけて）

法正林

苗生産

持続可能な林業システムイメージ
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発生量（万トン/年）

利用

未利用

95%

ほとんど未利用

10%

5%
年間約340万トン発生（約850万m3相当）

年間約410万トン発生（約1000万m3相当）

90%

年間約800万トン発生（約2000万m3相当）

木質バイオマスの発生量と利用の現況
（エネルギー利用、マテリアル利用（製紙、ボード等））

出典：農林水産省「バイオマス活用推進基本計画」（2010年１２月）
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主伐費（円/m3）
間伐費（円/m3）
保育間伐費（円/m3）
除伐費（円/m3）
枝打費（円/m3）
下刈費（円/m3）
植えつけ費（円/m3）
苗木費（円/m3）

19400円

3400円

丸太生産各プロセスのコスト比較（主伐量150m3/ha）

基礎データ 北海道 スウェーデン

設備投資（M円） 25 130
労働生産性（m3/人日） 7 75

チーム員（人） 5 2
年間稼働延べ日数（日） 200 480 5



高性能林業機械による伐採（スウェーデン ２０１４年１１月撮影）

ハーベスター：一人作業
１分以内で伐採から玉切まで行う

フォアワーダー：一人作業
グラップル付、集材と搬送を行う

実働6～7時間２名で各150m3を収穫
→ 労働生産性75m3/人日（日本の約１０倍の効率）２交代制で作業
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年間稼働延べ日数と主伐費および年間可能伐採面積との関係

チーム員：3人、労働生産性：33m3/人日、主伐量：150m3/ha
設備投資：1.6億円（ハーベスター1台、フォアワーダー2台）
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人件費（円/m3） 燃料費（円/m3）
ﾒﾝﾃﾅﾝｽ費（円/m3） 設備償却費（円/m3）
年間可能伐採面積（ha/年）
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ﾒﾝﾃﾅﾝｽ費（円/m3） 設備償却費（円/m3）
年間可能伐採面積（ha/年）

労働生産性と主伐費および年間可能伐採面積との関係

労働生産性（m3/人日） 10 38 50 63 75
チーム員（人） 5 3 3 3 3
設備投資額（M円） 25 130 160 160 160
必要森林面積（ha/50年） 4020 9000 12000 15000 18000

共通データ （主伐量：300m3/ha,   年間稼働延べ日数：480日（2交替） 8



今後の課題

・造林・育林費用低減
・急峻な地形の伐採システム
・施業の集約化
・持続可能な木材需給システム
・チップ製作費低減
・最適な発電、熱供給システム

9


